
※放送日時は変更になる場合があります

５月２日㈪～８日㈰  偶数時台の各15分から
｢ごみ分別と減量化について」

ば
じいけ ん

イベント☆募集☆お知らせ

区　分

地域材材料費
10万円以上
20万円未満
20万円以上
30万円未満

30万円以上

補 助 金 額

５万円

10万円

15万円

2011.4 2627 2011.4

　自動車の排気ガスや工場の煙などに含まれ
る大気汚染物質が太陽の強い紫外線を受ける
と、大気中に光化学オキシダントが発生しま
す。発生すると、目がチカチカしたり息苦し
くなるなど健康被害の恐れがあるので、特に
子どもや高齢者には注意が必要です。発生し
た場合は、外出を控え、窓を閉めるなど、で
きるだけ外気が室内へ入らないようにしまし
ょう。
【発生状況のお知らせ方法】
　県では、光化学オキシダントを常時測定し、
濃度が高くなると基準に応じて「情報」｢注
意報」｢警報」を発令します。県ホームペー
ジで県内の発令状況を確認することができま
す。また、４月10日～９月10日を大気汚染防
止夏期対策期間と定め、特に監視を強化し、
注意を呼び掛けています。
　市でも「注意報」や「警報」が発令された
場合は、津山災害情報メールや広報車などで
皆さんへお知らせします。

要件　次のすべての要件に該当するもの
①市内に立地する住宅であること
②地域材※2の材料費が10万円以上であること
③自身で施工、または市内の業者によって施工さ
れること
④市税等の滞納がないこと
⑤過去に津山市県産材利用住宅リフォーム補助金
を受けていない住宅であること
⑥申請年度内に該当工事の完了届が提出できること
※2　地域材とは、岡山県の「木材業者等登録」を受けてい
る市内の製材業者が製材した国産材製材品（皮むきなどの
加工丸太を含む）

補助金額　15万円を限度に次のとおり

申請方法　森林課、または各支所産業建設課に備え
付けの補助金交付申請書（市ホームページからも
ダウンロード可）に必要事項を記入し、必要書類
を添えて工事着手前までに申し込む
※４月１日から受け付けを開始しています。予算が
無くなり次第、締め切ります
問い合わせ先　森林課（市役所４階） 32-2078

要件　次のすべての要件に該当するもの
①市内に自ら居住するために新築する一戸建ての
木造住宅
②台所、便所、浴室があり、独立した生活を営む
ことができること
③主要構造部材（土台、柱、間柱、梁、桁、母屋、
棟木）に地域産乾燥材※1を８㎥以上使用する
住宅
④延床面積（住宅部分の床面積）が80㎡以上の住
宅
⑤建築基準法に基づく確認済証の交付日または建
築工事届の受理日が補助金申請年度の前年４月
１日以降の住宅
⑥主要構造部材の施工が完了し、平成24年３月30
日までに主要構造部材の現地確認が可能な住宅
⑦市税等の滞納がないこと
⑧市内の建築施工業者の請負により建築すること
⑨地域産乾燥材にかかる乾燥業者、製材業者、納
材業者のいずれかが市内の業者であること

※１ 地域産乾燥材とは、岡山県の「木材業者等登録」を受け
ている製材業者が製材した国産材製材品のうち含水率25％
以下のもの

補助金額　１戸当たり上限40万円
(例）①建築施工業者が市内で、地域乾燥材の乾燥

製材業者、製材業者、納材業者のいずれか
が市内の場合＝30万円
②建築施工業者、地域乾燥材の乾燥製材業者、
製材業者、納材業者のすべてが市内の場合
＝40万円

　市では、地域材の積極的な使用を促進することにより、林業の振興と地域経済の活性化を進めるた
め、地域材を使用して住宅を新築またはリフォームする人に補助金を交付します。

作州津山宮川朝市
とき　５月８日㈰午前７時～10時
ところ　宮川河川敷
問い合わせ先　農業振興課 32-2079

加茂の朝市
とき　５月15日㈰午前８時～
ところ　加茂町インフォメーションセンター
問い合わせ先　加茂町観光協会 42-4402

問い合わせ先　環境生活課 32-2055

地域材利用新築住宅補助金 地域材利用住宅リフォーム補助金

光化学オキシダントに注意！

新築もリフォームも地域材の利用を
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